
宇治市の公共施設に
ついて考えよう！！

宇治市 政策経営部 行政経営課



１.公共施設の現状について

２.公共施設のあり方について

３.意見交換



１．公共施設の現状



公共施設の５１．０％が学校です。

公共施設にはどんなものがある？

宇治市の公共施設には、学校や市役所、
道路や公園・上下水などがあります。
延べ床面積で見ると、約３８．１万㎡、その
うち学校など教育施設が５１．０％の約１９．４
万㎡と半分以上を占めています。
施設数では、市民文化系施設（集会所、
コミュニティセンター等）が最も多く、142施
設となっています。



学校教育系施設

194,324.64㎡

51.0%

市営住宅

48,904.29㎡

12.8%

行政系施設

35,039.67㎡

9.2%

市民文化系施設

24,689.07㎡

6.5%

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

23,808.21㎡

6.2%

社会教育系施設

18,062.33㎡

4.7%

保健･福祉施設

12,642.97㎡

3.3%

子育て支援施設

10,686.22㎡

2.8%

その他

9,491.25㎡

2.5%

産業系施設

3,433.76㎡

0.9%

宇治市の公共施設（延べ床面積）の割合は
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<公共施設（公共建築物）>
市民文化系施設
社会教育系施設
スポーツ・レクリエーション系施設
産業系施設
学校教育系施設
子育て支援施設
保健・福祉施設
行政系施設
市営住宅
その他

<インフラ資産>
道路
橋りょう
上下水道
河川・排水路

公園
など

本計画の対象範囲

【公共施設等】

施設数は２７９施設です。



建て替えや改修が必要な建物が多い。

宇治市の公共施設の多くは、都市化が進
んだ昭和４０年から５０年代（１９６７年～１９８４
年）にかけて建てられました。つまり、建てら
れてから３０年以上たつ公共施設が多くなっ
ています。
建物には寿命がありますから、これから
いっせいに建て替えや改修の波がやってき
ます。



【建築物 築年別の整備と耐震化の状況】

高度成長期にとくに学校がたくさんつくられました。

49.1%が30年以上前の建物です。



建て替えるには毎年３９．７億円必要です。

建て替えには毎年お金がかかります。

直近５年間平均（平成２２年度から２６年
度）では、公共施設の建て替えや改修のた
めに約３０．８億円のお金を使いました。
今後４０年間に、これまでと同じやり方で今
ある施設をすべて建て替えや改修をしてい
くと、１年あたりの経費は、平均して直近５年
間平均の約１．３倍にあたる約39．7億円か
かるという更新シミュレーション結果となって
います。



これまでと同じやり方を続けると

「総務省更新シミュレーションソフトによる推計」

【将来の公共施設の更新費用の推計】



お金に余裕はありません。

人口の減少で納税する人が減っていく一
方、高齢化によって社会保障費は増えてい
くという日本全体の傾向は、宇治市でも同じ
です。



宇治市でも、少子高齢化が急激に進みます。
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【人口推移と将来人口の推計】

（出所：2035年までは「宇治市第５次総合計画」より、
2040年以降は「宇治市第５次総合計画」での将来人口推計を基に独自に作成）

高齢化率

社会保障費は増えていきます。

納税する人が減っていきます。

社会保障費とは、「年金」「医療」「介護」「福祉・その他」にか
かる経費をいいます。









２．公共施設のあり方について



このままでは大変です。

「壊れたら直す」を続けていく
⇒

借金してから建替・改修
⇒

無計画に新しい施設をつくったら
⇒

予算不足で施設の崩壊へ

財政が破綻！

維持できない施設がさらに増加



公共施設は市民の財産です。

見直しを行わなければ、現状の公共施設
の維持管理や更新等に十分な対応ができ
ず、安心して施設を利用していただくことが
困難になるおそれがあります。

また、時代とともに変化する公共施設に対
する市民ニーズに対して、適切に対応する
ことも求められます。

⇒ 「公共施設等総合管理計画」の策定へ



市民アンケート調査結果（１）

今後の公共施設の総量については、４７．５％
の方が減らすべきとの意見、２２．４％の方が維
持し続けるべきであるとの意見、３．５％の方が
増やすべきであるとの意見となっています。

厳しい財政状況

等を踏まえ、公

共施設の総量を

減らすべきであ

る。

47.5%

現状の公共施設

の総量を維持し

続けるべきであ

る。

22.4%

公共施設はまだ

不足しており、

公共施設の総量

は増やすべきで

ある。

3.5%

わからない・意

見なし

13.6%

その他

6.8%

無回答

6.1%



市民アンケート調査結果（２）

「減らす方向」と考える方の割合については
「集会所」４０．４％が最も高く、次いで「青少年
センター」３４．５％、「隣保館（コミュニティワーク
うじ館、こはた館）」３２．２％、「公民館」３２．２％、
「ふれあいセンター」３１．１％の順となっていま
す。



市民アンケート調査結果（３）

「増やす方向」と考える方の割合については
「保育所」３７．９％が最も高く、「観光トイレ」３２．
６％、「デイホーム」２７．４％、「駐輪場」２４．８％、
「小中一貫校」２２．０％の順となっています。



市民アンケート調査結果（４）

利用状況に関わらず重要だと思う（必要があ
る）公共施設については「図書館」がもっとく高く
８１．８％の方が「重要だと思う」意見となり、次い
で「文化会館（文化センター）」６２．３％、「駐車
場」５９．４％、「集会所」５８．６％の順となってい
ます。
※地区別で見ると、コミュニティセンターやふ
れあいセンター等で、近くに住む地域の方の重
要だと思う割合が高い傾向にあります。



市民アンケート調査結果（５）

「機能が類似した施設は統合するべき」
「利用していない土地や施設を売却、賃借し
て収入を蓄える」

については積極的に実施すべきという意見と
なっています。



考えられる対策

①建物総量の圧縮

「１つの施設に１つの機能」という考え方から、
１つの施設に複数の機能を持たせることで、
機能はキープしたまま施設数を減らし、施
設の維持にかかる費用を削減する。



●複合 １つの施設に複数の機能を持たせる

例えば、小学校とデイホームを一緒にし、
一つの建物を利用する。

小学校

デイホーム



●共有 複数の建物に共通する機能を一緒にする

例えば、２つの建物にあるトイレや事務室な
どを一緒にして利用する。

図書館 コミセン



●多機能 １つの空間を時間で分け、複数の機能を
持たせる。

例えば、体育館や校庭を、学校で使わない
時間帯や曜日に地域の方が利用する。



考えられる対策

②新しい財源の創出

機能の統合・複合化によって使われなくなっ
た建物や土地について、検討したうえで、
原則として民間に売却・貸付することで、新
たな財源を生み出します。
その場所を活用し、住宅の建設や企業活
動が行われることによって、将来的に新たな
税収も期待できます。



考えられる対策

③建物を長持ちさせる工夫

設備や建物が壊れる前に、計画的にメンテ
ナンスすることにより、性能や機能を維持し
長寿命化を図ります。事後保全から予防保
全に切り替え、コストを削減していきます。



将来のまちづくりを見据え、子どもや孫の世
代に胸を張って引き継げるよう、公共施設のあ
り方を考えていく必要があります。

※今後の公共施設のあり方について、みなさん
の意見もお聞かせください。


